
【
対
象
と
な
る
大
学
等
】

・�

学
校
教
育
法
で
定
め
る
大
学
、

大
学
院
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校（
主
務
大
臣
が

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
）

・�

独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
、

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

ま
た
は
独
立
行
政
法
人
航
空
大

学
校

・�

職
業
能
力
開
発
校
、
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
、
職
業
能
力

開
発
大
学
校
、
職
業
能
力
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

　

�

法
令
に
お
い
て
、
国
の
行
政
機

関
の
長
又
は
都
道
府
県
知
事
の

指
定
ま
た
は
認
定
を
受
け
た
教

育
施
設

・�

国
内
の
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、

学
校
教
育
に
準
ず
る
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
も
の（
主
務
大
臣

が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
に
限
る
。）

【
返
済
の
免
除
の
要
件
】

・�

南
房
総
市
民
が
市
内
で
起
業

し
、
１
年
以
上
継
続
し
て
事
業

を
行
っ
た
と
き
／
全
額
免
除

・�

南
房
総
市
民
が
就
職
し
、
就
業

期
間
が
貸
付
期
間
と
同
じ
に

な
っ
た
と
き
／
半
額
免
除

　

�

商
工
課

�

☎
33�

―�

１
０
９
２

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
全

国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流

れ
ま
す
が
、
訓
練
で
す
の
で
、
実

際
の
災
害
と
お
間
違
え
に
な
ら
な

い
よ
う
御
注
意
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】

　
令
和
４
年
８
月
10
日（
水
）

　
午
前
11
時
頃

　
消
防
防
災
課　

　
　
☎
33�

―�

１
０
５
２

　
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
６
月
号

に
掲
載
し
た「
避
難
所
混
雑
状
況

見
え
る
化
サ
ー
ビ
ス
」の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
機
種
に
よ
っ
て
読
み
取
れ
な

い
等
の
不
具
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
改
め
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
世
帯
に
１
台
、
防

災
行
政
無
線
を
受
信
す
る
戸
別
受

信
機
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
転
入
者
の
方
は
、
窓
口
で
手
続

き
の
際
に
利
用
申
込
書
を
御
案
内

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
市
内
在
住
の
方

で
、
設
置
し
て
い
な
い
方
で
も
、

利
用
申
込
書
を
提
出
す
れ
ば
設
置

1 　申し込み　 　問い合わせ
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掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

補
助
金

補
助
金

防
　
災

防
　
災

　
市
で
は
起
業
や
就
職
に
必
要
な

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
職

業
能
力
開
発
校
な
ど
に
修
学
す
る

た
め
の
就
学
に
必
要
な
経
費
を
対

象
と
し
た
奨
学
資
金
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
貸
付
対
象
者
】

　
将
来
、
南
房
総
市
民
と
し
て
就

職
し
、
ま
た
は
市
内
で
起
業
す
る

方（
25
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
）

※
他
条
件
あ
り

【
貸
付
金
額
】

　
月
６
万
円
以
内
利
息
無
し

【
貸
付
期
間
】

　
最
短
３
ヶ
月
か
ら
最
長
３
年
間

【
返
還
期
間
】

　
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る

期
間
内
ま
で

【
連
帯
保
証
人
】

　
市
長
が
十
分
な
資
力
が
あ
る
と

認
め
る
者

【
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書�

②
誓
約
書�

③
保
証
書

④
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

⑤
在
学
証
明
書
等�

⑥
就
学
費
用
が

確
認
で
き
る
書
類
な
ど

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
の
実
施

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
の

ご
案
内

お
詫
び
と
訂
正

戸
別
受
信
機
の
貸
与
等

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
消

防
防
災
課
・
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

ま
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

（
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、
有
料

配
布
し
て
い
ま
す
）

　
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
、
防
災
情
報
の
発
信
が
増
え
て

き
ま
す
。
常
に
最
新
の
情
報
を
確

認
し
、
自
身
や
御
家
族
の
身
を
守

る
た
め
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
音
が
出
な
い
等
不
具
合

の
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
防
防
災
課

　
　
☎
33�

―�

１
０
５
２

避難所混雑状況
見える化サービス

QR コード
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ひ
と
り
親
家
庭

更
新
の
手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
方

（
支
給
停
止
中
の
人
も
含
み
ま
す
）は
現
況

届
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
医
療
費
な
ど

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
資
格
申
請
書

の
提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
該
当
者
へ
は

７
月
末
に
申
請
書
な
ど
を
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
８
月
中
に
社
会
福
祉
課（
三
芳
分
庁

舎
）、
市
民
課
、
ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

右
記
の
３
か
所
の
み
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

※�

期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
は
11
月
分

以
降
の
手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※�

令
和
４
年
８
月
７
日（
日
）に
限
り
社
会

福
祉
課（
三
芳
分
庁
舎
）で
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課　
☎
36�

―�

１
１
５
３

児
童
扶
養
手
当

対
象
者

　
父
か
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
か
母
が
一
定

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
な
ど
で
児
童

を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
が
対
象

で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間　

　
児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末（
３
月

31
日
）ま
で
。

※�

児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

支
給
し
ま
す
。

支
給
額

　

受
給
者
、
配
偶
者
、
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年（
１
月
か
ら
９
月
ま
で
に
認
定
請

求
す
る
場
合
は
前
々
年
）の
所
得
額
に
よ
り

｢
全
部
支
給｣｢

一
部
支
給｣｢

全
部
停
止｣

を
決

定
し
ま
す
。

●
子
ど
も
が
１
人
の
場
合

・�

全
部
支
給
の
と
き

　
４
万
３
０
７
０
円

・�一
部
支
給
の
と
き

　
１
万
１
６
０
円
～
４
万
３
０
６
０
円

●
子
ど
も
２
人
目
の
加
算
額

・�

全
部
支
給
の
と
き

　
１
万
１
７
０
円

・�一
部
支
給
の
と
き

　

�

５
０
９
０
円
～
１
万
１
６
０
円

●
子
ど
も
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　
（
１
人
に
つ
き
）

・�

全
部
支
給
の
と
き

　
６
１
０
０
円

・
一
部
支
給
の
と
き

子
育
て

子
育
て

　
３
０
５
０
円
～
６
０
９
０
円

支
給
時
期

　

年
6
回（
１
月
、
３
月
、
５
月
、
７
月
、

９
月
、
11
月
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

を
支
給
し
ま
す
。
支
給
日
は
各
支
給
月
の

11
日
で
す
。

※�

支
給
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

金
融
機
関
の
前
営
業
日
に
支
給
し
ま
す
。

一
部
支
給
停
止

　
８
月
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

・�

手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
て

い
る
人

・�

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
て
い
る
人

※�

就
業
し
て
い
る
人
や
障
害
の
状
態
に
あ
る

人
な
ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ
ば

減
額
さ
れ
ず
に
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課　
☎
36�

―�

１
１
５
３

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
事
業

対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
及
び
そ
の

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
父
母
に

代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
対
象
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
期
間

　
児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末（
３
月

31
日
）ま
で
。

※�

児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

※�

健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
は
、
助
成
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。（
容
器
代
、
文
書
料
な
ど
）

償
還
払
い　

　
受
給
券
を
忘
れ
て
受
診
し
た
場
合
や
県

外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
な
ど
は
、

必
要
書
類
に
領
収
書
を
添
え
て
後
日
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の

翌
々
月
の
月
末
ま
で
に
自
己
負
担
額
を
除

い
た
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

助成対象・自己負担額
助成対象 受給者およびその１８歳年度末までの児童
助成区分 通院・入院・調剤

自己負担額

市町村民税所得割課税
世帯

通院　１回 300 円
入院　１日 300 円
調剤　 無料

市町村民税非課税世
帯・均等割のみ課税世
帯

通院
入院　 無料
調剤 }
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社
会
福
祉
課
に
母
子
・
父
子
自
立
支
援

員
を
配
置
し
、「
子
育
て
や
生
活
の
支
援
」

「
就
労
支
援
」「
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
相

談
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き　
月
曜
日
～
木
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
社
会
福
祉
課　
☎
36�

―�

１
１
５
３

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
の
有
効
期

限
は
７
月
末
日
で
す
。
該
当
者
に
は
、
新

し
い
受
給
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
古
い

受
給
券
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
処
分

の
際
の
取
扱
い
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
受
給
券
交
付
後
に
、
所
得
額
や

市
民
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

保
護
者
自
己
負
担
額
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
申
告
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

申
告
後
の
交
付
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

～
パ
パ
・
マ
マ
お
仕
事
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
出
張
し
、
臨
時
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
提
出
す
る
際
に
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

と
き　
令
和
４
年
８
月
７
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
南
房
総
市
役
所
三
芳
分
庁
舎
特

設
窓
口

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

�

☎
22�

―�

２
２
３
６

　
お
子
さ
ん
の
所
属
す
る
学
校
な
ど
に
お

い
て
、
保
育
や
授
業
中
・
休
憩
時
間
・
部

活
動
な
ど
で｢

ケ
ガ｣

を
し
た
場
合
、
各
種

医
療
費
助
成
制
度
よ
り
も
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
給
付
制
度（
学

校
な
ど
で｢

ケ
ガ｣

で
受
診
し
た
時
に
、
給

付
金
を
支
払
う
制
度
）が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
受
診
し
た
際
に
は
医
療
費

助
成
受
給
券
は
使
わ
ず
、
一
時
的
に
保
険

診
療
分
の
自
己
負
担
額（
就
学
前
は
総
医
療

費
の
２
割
・
小
中
学
生
は
３
割
）を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害

給
付
は
、
学
校
な
ど
か
ら
お
渡
し
す
る
関

係
書
類
に
、
医
療
機
関
な
ど
で
証
明
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
学
校
な
ど
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
日
、
保
護
者
の
口

座
に
給
付
金（
総
医
療
費
の
４
割
）が
入
金

さ
れ
ま
す
。

　

災
害
共
済
給
付
に
つ
い
て
は
学
校
な
ど

　
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
と
は
、
病
気
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
保
護
者
が
義
務

教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予

又
は
免
除
さ
れ
た
子
等
に
つ
い
て
、
中
学

校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
、
国

が
行
う
試
験
で
す
。
合
格
し
た
者
に
は
高

等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

願
書
受
付
期
間　

　
７
月
４
日（
月
）
～
９
月
２
日（
金
）

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
南
房
総
市

教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
教
育
課　

�

☎
46�

―�

２
９
６
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援

８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
受
給
券
を
交
付

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

「
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

学
校
な
ど
で
の
ケ
ガ
で
は
子
ど
も

医
療
費
助
成
受
給
券
は
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い

令
和
４
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
に
つ
い
て

【
助
成
対
象
・
保
護
者
自
己
負
担
額
】

・�

健
康
保
険
適
用
外
の
費
用
は
、
助
成
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。（
例　
薬
剤
容
器
代
、

文
書
料
、
予
防
接
種
代
等
）

　
社
会
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

　
　
☎
36�

―�

１
１
５
３

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
社
会
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

　
　
☎
36
―
１
１
５
３

助成対象・自己負担額
助成対象 ０歳から中学校３年生
助成区分 通院・入院・調剤

保　護　者
自己負担額

市町村民税所得
割課税世帯

通院　１回 300 円
入院　１日 300 円
調剤　 無料

市町村民税非課
税世帯・均等割
のみ課税世帯

通院
入院　 無料
調剤}
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今
年
は
、
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
て
か
ら
77
年
目
を
迎
え
ま
す
。

原
爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
し
て
投
下
時
刻
に
１
分
間
の

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
な
世
界

を
願
い｢

非
核
平
和
都
市｣

を
宣
言
し
て
い

ま
す
。

【
広
島
へ
の
投
下
時
刻
】

　
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分

【
長
崎
へ
の
投
下
時
刻
】

　
８
月
９
日
午
前
11
時
２
分

　
総
務
課　
☎
33�

―�

１
０
２
１

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈

念
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
安
房
白
浜
駅
と
館
山
駅
を
結
ぶ
路
線
バ

ス｢

南
房
州
本
線｣

で
は
、
左
記
の
バ
ス
停

名
が
7
月
21
日
よ
り
変
更
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・�

長
須
賀
菱
沼（
旧
館
山
病
院
前
）

・�

布
良
崎
神
社（
旧
安
房
自
然
村
）

・�

白
浜
の
屏
風
岩（
旧
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東（
株
）館
山
支
店

　
　
☎
22�

―�

６
５
１
１

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
南
房
総
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
」に
基

づ
き
市
長
の
資
産
及
び
所
得
に
関
す
る
報

告
書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
方
法

　
閲
覧
請
求
書
用
紙
が
秘
書
広
報
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所

　
市
役
所
本
館
１
階　
秘
書
広
報
課

閲
覧
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
平
日

の
み
）

　
秘
書
広
報
課　
☎
33�

―�

１
０
０
２

バ
ス
停
名
の
変
更

市
長
の
資
産
を
公
開
し
て
い
ま
す

非核平和都市宣言
平成18年12月26日

　世界の恒久平和は、人類共通の願いであり
ます。
　この願いを実現するためには、世界の人々
が互いに理解を深め合い、生命の尊さを認識
し、戦争のない平和な社会を追求していかな
ければなりません。
　私たち南房総市民は、日本国憲法に掲げる
崇高な理想を深く自覚し、武力による紛争を
なくすとともに、核兵器の廃絶を訴え、世界
の人々と共に手を携えて、かけがえのない地
球の恒久平和実現のため、ここに南房総市を
「非核平和都市」とすることを宣言します。

そ
う
だ
ん

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
� 10日（水）�朝夷行政センター
� 25日（木）�とみうら元気倶楽部　　
　秘書広報課　☎３３－１００２

多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
　　　　8日（月）
　　�　25日（木）

　 　商工課　☎３３－１０９２
※�電話による相談は、商工課内の消費生活相談専
用番号（☎３３－４３００）にご連絡ください。

いじめ、家庭内の問題に関する相談。
� ��10日（水）白浜地域センター
� ��16日（火）三芳農村環境改善センター
� ��19日（金）子育て支援センターほのぼの
� ��22日（月）とみうら元気倶楽部
　市民課　☎３３－１０５１

人権相談　13 ： 30 ～ 16：00

８月

８月

里親制度についての相談。里親のことを知りたい、
応援・支援したいなどの相談にも応じます。
　NPO法人子ども家庭サポートセンターちば

� （通称:オレンジの会）　☎２８－４２８８

相続などの相談に司法書士が応じます。
と　き／８月18日（木）�13：00 ～ 16：40
ところ／介護予防センターゆらり

　 　社会福祉協議会　☎２９－３７２９

司法書士による法律相談
不動産に関する登記手続案内は予約制です。事前
に予約をお願いします。
と　き／毎週火・木曜日�9：00 ～ 16：00

　 　千葉地方法務局館山支局
� ☎２２－０６２０

電話による登記手続相談要予約

行政相談　13：30 ～ 16：00

消費者相談　10：45 ～ 16：00

里親相談　月～金曜日 9：00 ～ 17：00

要予約

※�相談場所は予約時にお伝え
します。

８月

住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全般
の相談に建築士が応じます。
と　き／８月19日（金）�13：30 ～ 15：30まで

※�予約受付は開催日の２日前まで。事前予約がな
い場合は、開催中止。

ところ／朝夷行政センター
　 　建設課　☎３３－１１０１

住まいの無料相談 要予約
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掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

☎ 40－5111

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南
房総市珠師ケ谷1289番地13）で開催されます。
　また、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などは、
随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

にこにこひろばにこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30～12:00／13:00～16:00開館時間　9:30～12:00／13:00～16:00

　年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など。
定　　員　10組程度
申　　込　教室の前日までに申し込んでください。

にこにこ教室（あそびの教室）　

対　象　児 と　き
（ひよこ組）
2か月～お座りができるお子さん 8月19日（金） 10：00～10：30

誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。
対　　象　８月生まれのお子さん
日　　時　８月26日（金）
� 11：15～11：30
※�お誕生会の前日までに予約し
てください。

お誕生会 in ほのぼの

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流し
たりして、仲間づくりをします。子育てについてわから
ないことや、困っていることはスタッフが相談に応じま
す。0歳から就園前までのお子さんをお待ちしています。

にこにこひろばの開館について
　午前、午後ともに、幼稚園就園前までのお子さ
んが利用できます。
◎�対象年齢のお子さんのご兄弟については、就学
前のお子さんに限らせていただきます。
◎��［午前］���9：30～12：00
� （11：30より片づけを行います）
◎���［午後］��13：00～16：00
� （15：30より片づけを行います）
◎昼食の時間は、しばらくの間中止します
◎市外にお住いのお子さんも利用できます。　

絵本の貸し出し in ほのぼの
　南房総市図書館より絵本の貸し出しを行います。
日　　時　�８月26日（金）
� 10：45～11：15

絵本の読み聞かせ
　ボランティアさんによる、
絵本の読み聞かせがあります。
日　　時　�８月26日（金）
� 10：45～11：15
場　　所　子育て支援センター　

幼児相談 in ほのぼの
　お子さんの発育・発達に関する心配や、保護者の方
の悩みや不安などに対して、臨床心理士が相談に応じ
ます。相談は、１人４５分程度で予約制です。
日　　時　８月25日（木）　9：15～16：15

ことばの相談 in ほのぼの
　お子さんのことばに関する心配に対して、ことば
の専門の先生が相談に応じます。例えば、ことばが
遅い、発音が不明瞭、つかえて同じ音を何度も繰り
返すなど。相談は、1人４０分程度で予約制です。
日　　時　��８月17日（水）　9：30～16：00

リハビリ個別相談 in ほのぼの
　お座りやハイハイの仕方、歩き方が気になる、転
びやすいなど、お子さんの身体の発達で心配なこと
に理学療法士が相談に応じます。相談は1人４０分
程度で予約制です。
日　　時　�８月25日（木）　10：50～14：30

�� お願い…教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みください。

8 月こ そ だ て

出張にこにこひろば
　スタッフが地域に出向いて親子の交流の場を提供
する｢出張にこにこひろば｣を開設します。
　０歳から就園前までのお子さんが対象となります。
※南房総市民の方

場　所 と　き
とみうら元気倶楽部 8月�3日（水） 10：00～11：30
三芳保健福祉センター 8月18日（木） 10：00～11：30

※今月はひよこ組のみ実施です。

※その他、詳細はお問い合わせください。
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こ そ だ て

　図書館　☎４０－１１２０

名　称 と　き ところ

絵本はともだち「おはなしのたね」 8月5日（金） 10：00～ 11：30 三芳農村環境改善センター

絵本読み聞かせ教室 8月6日（土） 10：00～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」

千倉おはなし会「しおまねき」 8月13日（土） 10：30～ 11：15 南房総市図書館

とみうら絵本だいすきの会 8月14日（日） 11：00～ 11：30 とみうら元気倶楽部

絵本おはなし会 8月20日（土） 10：00～ 11：00 丸山公民館

おはなしだいすき「あひるの会」 8月20日（土） 10：30～ 11：30 富山岩井コミュニティセンター

●絵本の読み聞かせ

●乳・幼児相談 　 　健康推進課　☎３６－１１５４

　 　健康推進課　☎３６－１１５４

項　　目 対象児 と　き と　こ　ろ

４か月児相談 令和４年３月生まれ
８月10日（水）

13：30～ 13：45

千倉保健センター９か月児相談 令和３年10月生まれ 14：00～ 14：15

２歳児歯科健康診査 令和２年２月までに
生まれた３歳未満 ８月４日（木） 個別に通知します。

※もぐもぐ教室（離乳食教室）は当面の間、開催を中止します。
　個別に相談のある方は、健康推進課（☎３６－１１５４）にご連絡ください。

●親子きずなの教室（両親学級）

　 　健康推進課　☎３６－１１５４内　　容 と　き と　こ　ろ

妊娠中の生活・出産の準備 8月７日（日） 10：00～ 11：30
（受付9：45～ 10：00） 三芳保健福祉センター

　妊娠期を健康に過ごせるように教室を開催しています。
　ご家族の方も参加できます。

申込締切　８月４日（木）

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
配

分
用
と
し
て
捕
獲
し
た
鯨
の
冷
凍
肉
を

市
が
購
入
し
、
有
料
配
布
を
行
い
ま
す

予
約
期
間

　
８
月
３
日（
水
）
～
８
月
５
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

配
布
期
間

　
８
月
９
日（
火
）
～
８
月
12
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

価
格

　
ニ
タ
リ
鯨
赤
肉
１
級

　
（
冷
凍
）２
，
４
４
０
円
／
㎏

配
布
限
度
量

　
１
世
帯
あ
た
り
５
㎏
ま
で

※�

捕
獲
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着

順
に
よ
り
有
料
配
布
し
ま
す
。

予
約
受
付
事
業
所

　
千
倉
水
産
加
工
業
協
同
組
合

　
　
　
☎
44�

―�

１
８
１
１

鯨
肉
を
有
料
配
布
し
ま
す
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8 月日 当 番 医休
　　　　
安房地域医療センター�（☎25− 5111）は、
毎日24時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

８月７日（日）
東条病院（鴨川市）　☎０４−７０９２−１２０７
８月１１日（木）
館山病院（館山市）　☎２２−１１２２
８月１４日（日）
館山病院（館山市）　☎２２−１１２２
花の谷クリニック（南房総市）　☎４４−５３０３
８月２１日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５—２１２５
花の谷クリニック（南房総市）　☎４４−５３０３
８月２８日（日）
館山病院（館山市）　☎２２−１１２２

8人
62人
87人
69人

※外国人住民を含みます。（　）内は前月比
※人口・世帯数は令和 4年 7月 1日現在
※出生・死亡・転入・転出は令和 4年 6月中の人口動態

総人口　35,833人� �（－�36）
　　男　17,207人� �（－�36）
　　女　18,626人� �（±　0）
世帯数　17,091世帯（－��3）

出生
死亡
転入
転出

じ ん こ う

　　

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
市 県 民 税

（第２期）
（第２期）
（第２期）
（第２期）

納期限
８月31日（水）の う ぜ い

～丸山公民館大規模改修に伴う休館について～
　丸山公民館では、丸山
分庁舎を含めて施設の長
寿命化を目的とした改修
工事を予定しており、令
和4年9月から令和6年3月
の間、休館となり、会議室等が利用できなくなります
ので、ご理解・ご協力をお願いします。
１．休館期間（予定）　令和4年  9月～令和6年3月
２．工事期間（予定）　令和4年10月～令和6年3月
３．休館期間における対応
・�貸館事業（会議室等の利用）は休止する予定です。
代替施設については、丸山地区以外の各地区コミ
セン等をご利用ください。
・�丸山公民館工事中、事務所は丸山分庁舎内に移設
する予定です。
・�丸山公民館図書室は、使用できません。　　
　ただし予約・リクエスト本のみ図書の貸出・返却を
行う予定です。
４　その他
　詳細が決まりましたら、
別途お知らせします。

～　物品のリサイクルについて�　～
　丸山公民館では、物品の
リサイクルを、8月1日（月）
から8月15日（月）の間の平
日の10日間実施します。主
に調理室の食器類等を、南
房総市民を対象に無償配布します。
　運搬用の資材（段ボール等）については各自ご用意を
お願いします。先着順とし、無くなり次第終了します。
１．実施日時　令和4年8月1日～15日（平日のみ）
� 9時～17時
２．実施場所　丸山公民館調理室等
　※当日丸山公民館で場所を指示します。

丸山公民館からのお知らせ 　丸山公民館　☎４６−４０３１

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

　平日の午前8時30分から午後5時までの間に、
カードの受取り場所へ事前にご予約ください。
休日交付／８月14日（日）　夜間交付／８月25日（木）

　 　富浦・富山・三芳地区にお住まいの方　
� ▶市民課　☎３３－１０５１
� 白浜・千倉・丸山・和田地区にお住まいの方
� ▶朝夷行政センター　☎４４－１１１１

マイナンバーカード夜間・休日交付

　７月１４日（木）発行の「広報みなみぼうそう７月号」
５ページ４段目のマイナポイント取得支援窓口「朝夷
行政センター」の電話番号に誤りがありました。
（正）　☎�０７０―３２３７―６４０６
　お詫びして訂正します。

広報７月号のお詫びと訂正
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図書館　　☎�４０－１１２０
開館時間　９：００～１７：００
（水曜のみ��９：００～１９：００）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始図書館だより図書館だより

〒295-0004　南房総市千倉町瀬戸2340-5　https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

　　

＜一般書＞
・禁猟区	 石田　衣良
・鷹の系譜	 堂場　瞬一
・オリーブの実るころ	 中島　京子
・任侠楽団	 今野　　敏
・殺し屋の息子	 永瀬　隼介
・晩秋行	 大沢　在昌
・蒼い水の女	 柴田　哲孝
・N/A	 年森　　瑛
・新しい登山の教科書	 栗山　祐哉
・最後まで在宅おひとりさま	 上野千鶴子

※６月中に上記を含め、新刊本は210冊入りました。

＜児童書＞
・おひさまやのハンカチ	 茂市久美子
・なんでもかいけつ！テレビ　　		高畠じゅん子
・あんまりすてきだったから　　		くどうれいん
・まっくらあそびしようよ！	　	はたこうしろう
・13歳からの「差がつく読書術」	 大居　雄一
・食品ロスはなぜ減らないの？	 小林　富雄
・おりがみ大図鑑	 新宮　文明
・バナナくん　　　　　　　　　	さとうめぐみ
・かきごおりおまちどおさま　　		ふくだじゅん
・ひろしまの満月	 中澤　晶子

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●

課題図書の貸出を行っています
　７月１日から、課題図書の貸し出しを行っています。貸し出しには以下のとおりルールがあります
ので、みなさんのご理解・ご協力をお願いいたします。対象期間は、８月31日までです。
貸出対象者：市内の学校に通学している、該当学年の児童・生徒のみ
貸出冊数：１人１冊（本人の図書館カードでの貸し出し）
貸出期間：１週間（継続して借りることはできません。期間内に返却をお願いいたします。）
取置期間：連絡日より１週間（期間内に取りに来ない場合は、キャンセルといたします。）

図書館に元気な小学生がやってきたぁー！
　６月１４日（火）千倉小５４名が来館し、図書館の利用の仕方などについて学習しました。
　司書から、蔵書数や１日の利用者数・図書館が建てられた年月などを伝えられると、書籍の多さ
や利用人数に驚いていました。また、本の扱い方や借り方、図書館内での過ごし方など、図書館の
ルールについてカードを使って分りやすく教わりました。子ども達からも、疑問な点や興味のある
ことについての質問も多く出て、有意義な時間を過ごしました。最後に館内を自由に見て、それぞ
れの子ども達が、お目当ての宇宙の本やお化け図鑑などの本を探して、自分の図書館カードを使
い、実際に本を借りて帰校しました。
　さすが、千倉小の子どもたち！すでに利用している児童も多く、また家族と来ますと言ってくれ
る子どもも多かったです。今後も、図書館を利用して、たくさん読書をしてもらえることを願って
います。
　また、校外学習のお礼にと、子どもたちから図書館へお礼のお手紙をいただきました。図書館に
掲示してありますので、みなさんも図書館に見に来てください。

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

＜司書の話を聞く＞ ＜本を探す＞ ＜お礼の手紙＞

地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

�� ７月から８月までの２か月間は、毎週水曜日・金曜日の２日間（祝日を除く）、午後７時まで開館しています。みなさんのご利用をお待ちしております。


